
　　コミュニティ・スクール

  新年度になって最初の学校運営協議会が開催されました。
  今回は、令和6年度５月に行われた学校運営協議会の様子をお知らせします。
  学校運営協議会では毎回いくつかの項目を定めて、委員の熟議を深めています。
 今回は、いじめ防止基本方針、教育課程特例校、学校運営協議会の年間計画に関
 して、意見を出し合いました。

 １ いじめ防止基本方針について
  最初に校⾧よりいじめ防止基本方針について説明があり、委員から自由に意見
 が出された。
 
 ・浜松市の基本方針にそった形の本校の方針だが、他の学校と比較しての
 特徴はあるのか。
 →子供自身に考えさせることも取り入れている。（学校）
 ・取り組みの報告はどのように行うか。
 →運営委員会やＰＴＡ総会で行う。（学校）
 ・アンケートだけでなく、普段の様子を先生方がよく見ることが大事。

 ２ 教育課程特例校について
  校⾧より、標準的な教育課程に戻した時の利点と欠点について説明があった。

 ・保護者や地域と議論を深めてから決めるのが大切。
 ・１２年間の成果を検証できないか。
 ・特例校での教員数や経済面のメリットはあるのか。
 →ない。（学校）

 ３ 学校運営協議会の年間計画について

  校⾧より、２学期に子供を交えて協議会を開催したいとの説明があった。

 ・学校の行事に対しての子供の考えを聞きたい。
 ・どんな学校にしたいかを聞きたい。
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